
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 
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題

名 
DMAC のサイクルスチールモードに関する注意事項 情報分類 技術情報 

対象ロット等
適

用

製

品 

R5S72650P200BG 
R5S72651P200BG 
R5S72652P200BG 
R5S72653P200BG 
R5S72050W200BG 

全ロット 
関連資料

・SH7265 グループハードウェアマニュ

アル Rev.1.00（RJJ09B0374-0100）
・SH7205 グループハードウェアマニュ

アル Rev.1.00（RJJ09B0399-0100）

 

上記製品におきまして、DMAC のサイクルスチールモードに関する注意事項がございますので、ご連絡させていただきます。

ご理解、ご了承いただきたくよろしくお願いいたします。 

 

１．内容 

次ページ以降。 
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リード

・サイクルスチール転送モード（異種BIU間転送）の場合

①：DMACのリード側BIU以外へのCPUアクセスは可能
②：DMACのライト側BIU以外へのCPUアクセスは可能　
③：DMACのリード側／ライト側BIU以外へのCPUアクセスは可能　

バスクロック

DMAC

CPU

リード リード リード

ライト ライト ライト ライト

1オペランド転送 1オペランド転送

リード

・サイクルスチール転送モード（同一BIU間転送）の場合

バスクロック

DMAC

CPU

リード リード リード

ライト ライト ライト ライト

1オペランド転送 1オペランド転送

リードリードリード

・パイプライン転送モード（異種BIU間転送）の場合

本例は、すべてのDMA転送が1サイクルで終了した場合を示しています。
CPUのアクセスサイクルについては、着色サイクルはどのBIUへのアクセスも可能です。図中①～③のサイクルは
以下の動作状態を示します。

バスクロック

DMAC

CPU

リード リードリードリードリード

ライトライトライトライト ライトライトライトライト

1オペランド転送 1オペランド転送

①

①

②

②

② ② ②① ① ①

③

③ ① ②③

③ ③ ③ ③③

 

図 11.3 DMA転送モードと DMAC/CPUのバス権の状態例 
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	Text1: 変更後
	Text2: ただし、CPUが外部アドレス空間にアクセスし、かつ直前のDMAアクセスが 外部アドレス空間へのアクセスであった場合には、CPUアクセスが受付けられない場合があります。 


